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(57)【要約】
【課題】内視鏡画像と共に、ユーザの趣向に沿った設定
項目を表示可能とする操作性の良い内視鏡プロセッサを
提供する。
【解決手段】ユーザが設定項目候補を入力してメモリ４
５に保存した後の設定項目選択モードにおいて設定項目
を優先順位を付けて選択し、設定項目領域生成部４７は
選択された設定項目を配置した設定項目領域を生成し、
設定値入力モードにおいて選択された設定項目に対して
ユーザが設定値を入力することにより画像処理部４２は
画像処理した補正画像を生成し、映像信号生成部４３は
、生成された設定項目領域と補正画像とを左右に配置し
た映像信号を生成し、モニタは、設定項目領域と補正画
像とを左右に配置した映像を表示する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力される内視鏡画像に対して、選択された設定項目の画像処理を、前記設定項目の各
々の設定値に基づいて行うことで、補正画像を生成する画像処理部と、
　前記設定項目を表示する設定項目領域を生成する設定項目領域生成部と、
　前記補正画像の表示領域と前記設定項目領域を配置して表示装置に出力する映像信号を
生成する映像信号生成部と、
　前記設定項目領域に配置される設定項目の項目数以上の項目数の設定項目候補を保持す
るメモリと、
　前記設定項目を選択する設定項目選択モードにおいて、ユーザ入力に基づいて、前記設
定項目候補から前記設定項目を優先順位を付けて選択する設定項目選択部と、
　設定値入力モードにおいて、選択された前記設定項目について前記設定値を前記画像処
理部に入力する設定値入力部と、
　を有することを特徴とする内視鏡プロセッサ。
【請求項２】
　前記設定項目選択モードにおいて、前記ユーザ入力に基づいて、前記設定項目領域に配
置される前記設定項目の項目数だけ用意され、設定項目入力用の設定枠がすべて入力され
ない場合、入力されなかった前記設定枠への前記設定項目を自動で設定する自動設定部を
更に有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項３】
　設定項目領域生成部は、前記補正画像の表示領域と前記設定項目領域が重複しないよう
に前記設定項目の項目数を決定することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡プロセッサ
。
【請求項４】
　前記映像信号を出力する前記表示装置のアスペクト比が１６：９の場合には、４：３の
場合よりも、前記設定項目領域に配置する前記設定項目の項目数を多くする設定を可能に
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項５】
　設定項目領域生成部は、前記映像信号生成部が生成できる映像信号のアスペクト比にか
かわらず、前記補正画像の表示領域と前記設定項目領域が重複しないように前記設定項目
の項目数を決定することを特徴とする請求項３に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項６】
　前記メモリは、優先順位を付けた前記設定項目候補を保存することを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項７】
　前記メモリは、前記設定項目領域に配置される設定項目の項目数よりも多い項目数の設
定項目候補を保持することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項８】
　前記自動設定部が前記設定項目を自動で設定する場合に参照する情報として、前記設定
項目候補から前記設定項目を選択する際のユーザに応じて優先順位付けされた優先順位付
け情報を備えることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡プロセッサ。
【請求項９】
　前記自動設定部は、前記優先順位付け情報における優先順位の高い設定項目を優先して
、前記設定項目を自動で設定することを特徴とする請求項８に記載の内視鏡プロセッサ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡画像に対して選択された処理項目に対する画像処理を行う内視鏡プロ
セッサに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　医療分野等において内視鏡が広く用いられるようになっている。また、近年においては
、より高画質な画像を生成して表示できるように、画像処理が複雑化する傾向にある。そ
のために内視鏡から入力される入力画像に対して画像処理を行う内視鏡プロセッサとして
、画像処理を行う際に選択できる処理項目が増加する傾向になる。 
　その結果、メニュー表示領域内に、設定可能な処理項目を全て記載することが困難にな
りつつある。 
　一方、内視鏡を利用（使用）して内視鏡画像を表示する利用画面においてユーザは、画
像の調整と並行して、多くの作業が求められる。そのため、メニュー表示をスクロールし
て設定可能な処理項目を確認することは、その方法での確認に時間がかかりすぎる理由か
ら実質的に出来ない。 
　内視鏡画像及びその処理項目に関連する第１の従来例としての特開２０１２－６５６９
８号公報は、被観察部の画像（内視鏡画像）中における処置具が含まれるような場合に、
画像中における処置具の代表点の位置を抽出する画像処理部と、メニューを形成するメニ
ュー形成部と、メニューが表示されている位置の情報と、代表点の位置の情報に基づいて
、支援項目を選択する項目選択部と、選択された支援項目に基づいて、支援項目に関する
手術支援作業を実行する手術支援手段とを備える手術支援システムを開示している。 
　また、第２の従来例としての特開２００５－１３１３６３号公報は、内視鏡により撮影
した動画像のうち所定のフレーム画像（インデックス画像）を記憶し、内視鏡の種類に応
じてインデックス画像の出力形態を制御することと共に、ユーザ毎に設定可能な設定項目
を纏めたユーザ設定画面を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－６５６９８号公報
【特許文献２】特開２００５－１３１３６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記第１の従来例は、内視鏡画像中にメニューにより複数の支援項目を表示し、ユーザ
が１つの支援項目を選択して、選択された１つの支援項目に関する手術支援作業を実行で
きるようにしている。しかしながら、第１の従来例は、ユーザの趣向に沿ったメニューの
支援項目になっていないので、支援項目が多くなった場合や、複数の支援項目を選択する
場合においての作業に時間がかかるために操作性が低く、改善が望まれる。 
　また、第２の従来例は、内視鏡画像とその処理項目とを表示装置において並列配置して
表示することを開示していない。そのため、第２の従来例は、内視鏡画像に対して選択可
能な処理項目を確認する際の操作性が低い。 
　上述したように処理項目が増加する傾向にあるために、内視鏡画像と共に、表示する処
理項目が複数ある場合においても、ユーザの趣向に応じた処理項目（又は設定項目）を確
認し易い状態で表示し、操作性を向上することが望まれる。 
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、内視鏡画像と共に、ユーザの趣向に沿っ
た設定項目を表示可能とする操作性の良い内視鏡プロセッサを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様の内視鏡プロセッサは、入力される内視鏡画像に対して、選択された設
定項目の画像処理を、前記設定項目の各々の設定値に基づいて行うことで、補正画像を生
成する画像処理部と、前記設定項目を表示する設定項目領域を生成する設定項目領域生成
部と、前記補正画像の表示領域と前記設定項目領域を配置して表示装置に出力する映像信
号を生成する映像信号生成部と、前記設定項目領域に配置される設定項目の項目数以上の
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項目数の設定項目候補を保持するメモリと、前記設定項目を選択する設定項目選択モード
において、ユーザ入力に基づいて、前記設定項目候補から前記設定項目を優先順位を付け
て選択する設定項目選択部と、設定値入力モードにおいて、選択された前記設定項目につ
いて前記設定値を前記画像処理部に入力する設定値入力部と、を有する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、内視鏡画像と共に、ユーザの趣向に沿った設定項目を表示可能とする
操作性の良い内視鏡プロセッサを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は本発明の第１の実施形態の内視鏡プロセッサを備えた内視鏡システムの全
体構成を示す図。
【図２】図２は第１の実施形態の内視鏡プロセッサにおける主要な構成を示すブロック図
。
【図３】図３は優先順位が付けられた設定項目候補の設定例を示す図。
【図４】図４は内視鏡プロセッサにおける内視鏡利用前の主要な設定処理を示すフローチ
ャート。
【図５Ａ】図５Ａは図４の処理の途中において、所定の項目数の設定項目を入力する設定
枠を配置した設定項目領域を内視鏡画像の表示領域と共に模式的に示す図。
【図５Ｂ】図５Ｂは図４の途中において、１番目及び２番目の設定枠に設定項目を入力し
た状態のメニュー等の表示例を示す図。
【図５Ｃ】図５Ｃは図５Ｂをモニタの表示画面上で表示する場合の表示例を示す図。
【図６】図６は図４の設定処理後の内視鏡利用時における主要な処理を示すフローチャー
ト。
【図７】図７は設定項目の設定値に対応した画像処理が行われた内視鏡補正画像を、設定
項目領域と共に表示した表示例を示す図。
【図８Ａ】図８Ａは設定項目領域に配置される設定項目の項目数と等しい項目数に設定し
た場合の設定項目候補の表示例を示す図。
【図８Ｂ】図８Ａの設定項目候補を用いた場合における図５Ｂと同様な処理時における表
示例を示す図。
【図９】図９本発明の第２の実施形態の内視鏡プロセッサを備えた内視鏡システムの全体
構成を示す図。
【図１０】図１０は第２の実施形態の内視鏡プロセッサにおける主要な構成を示すブロッ
ク図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。 
（第１の実施形態）
　図１示す内視鏡システム１は、撮像素子を備えた内視鏡２と、照明光を発生する光源装
置３と、撮像素子に対する信号処理等を行い、映像信号を生成する第１の実施形態の内視
鏡プロセッサ４と、映像信号の映像（画像）を表示するモニタ５とを有する。 
　内視鏡２は、被検体内に挿入される挿入部６と、挿入部６の基端（後端）に設けられた
操作部７と、操作部７から延出されたライトガイドケーブル８及び信号ケーブル９とを有
する。ライトガイドケーブル８及び信号ケーブル９の末端には光源コネクタ８ａ及び信号
コネクタ９ａがそれぞれ設けられており、光源コネクタ８ａ及び信号コネクタ９ａは、そ
れぞれ光源装置３及び内視鏡プロセッサ４に着脱自在に接続される。 
　なお、ライトガイドケーブル８及び信号ケーブル９を分岐しない１本のケーブルとして
光源コネクタ８ａまで延出し、光源コネクタ８ａから信号ケーブル９を延出して、その末
端の信号コネクタ９ａを内視鏡プロセッサ４に接続する構造にしても良い。
【０００９】
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　挿入部６は、その先端に設けられた硬質の先端部１１と、この先端部１１の基端に設け
られた湾曲自在の湾曲部１２と、湾曲部１２の基端から操作部７の前端に至るまでの可撓
性部分となる可撓管部１３とを有する。 
　内視鏡２内には照明光を伝送（導光）するライトガイド１４が挿通され、ライトガイド
１４の一方の端部は光源コネクタ８ａにおいて突出する入射端となり、光源装置３の照明
光が入射される。入射された照明光は、挿入部６の先端部１１内に配置された先端面から
、更に照明レンズ１５を経て、照明レンズ１５が取り付けられた照明窓の前方側に出射さ
れる。 
　照明窓に隣接して設けられた観察窓には、対物レンズ１６が取り付けられ、その結像位
置には撮像素子として例えば電荷結像素子（ＣＣＤと略記）１７が配置されている。対物
レンズ１６とＣＣＤ１７とにより撮像を行う撮像部１８が形成される。 
　ＣＣＤ１７に一端が接続された信号線１９は、挿入部６内等を経て他端が信号コネクタ
９ａの接点に接続されている。
【００１０】
　また、内視鏡２の操作部７には、複数のスイッチからなるスコープスイッチ２０が設け
られている。また、操作部７には、湾曲部１２を湾曲操作する湾曲操作ノブ（図示略）が
設けられている。 
　光源装置３は、照明光としての白色光を発生する白色発光ダイオード（白色ＬＥＤと略
記）２１と、この白色ＬＥＤ２１を発光させる電力を供給する発光量制御部２２と、白色
光を集光してライトガイド１４の入射端に入射させる集光レンズ２３とを有する。 
　なお、照明光を発生する光源ランプとして、白色ＬＥＤ２１に限らず、キセノンランプ
等を用いても良い。 
　発光量制御部２２は、内視鏡プロセッサ４からの調光信号に応じて、白色ＬＥＤ２１を
発光させる電力を調整する制御を行う。 
　内視鏡プロセッサ４は、ＣＣＤ１７を駆動するＣＣＤドライバ３１と、ＣＣＤ１７の出
力信号を内視鏡画像信号（単に、画像信号とも言う）として、画像信号に対する信号処理
を行う信号処理部３２と、選択等する為の入力を行う入力部３３とを有する。入力部３３
は、操作パネル、キーボード、マウス等から構成され、後述する設定項目候補から設定項
目を選択するための入力、設定項目に対する設定値の入力等に使用される。 
　ＣＣＤドライバ３１からの駆動信号が印加されたＣＣＤ１７は、ＣＣＤ１７の撮像面に
結像された光学像を光電変換した出力信号を信号処理部３２に出力する。
【００１１】
　信号処理部３２は、ＣＣＤ１７から入力される画像信号に対して、画像処理等の信号処
理を行い、映像信号を生成し、生成した映像信号を表示装置又は表示部を形成するモニタ
５に出力する。モニタ５は、映像信号の映像を表示画面上に表示する。 
　また、スコープスイッチ２０からのスイッチ信号も信号処理部３２に入力され、信号処
理部３２は、スイッチ信号に対応した信号処理（画像処理）を行う。 
　また、信号処理部３２は、後述する測光モードに対応した調光信号を生成し、生成した
調光信号を光源装置３に出力する。 
　前述のように高画質化のために画像処理が複雑化し、画像処理を行う際に選択できる処
理項目としての設定項目が増加し、内視鏡画像の一部を遮ることなく内視鏡画像と同時に
表示する場合の設定項目の表示領域が制約される。 
　本実施形態においては、図１の内視鏡プロセッサ４は、図２に示す主要な構成を有し、
ユーザの趣向に沿って、限られた項目数の設定項目を内視鏡画像と共に表示可能にし、良
好な操作性を確保できるようにしている。
【００１２】
　内視鏡プロセッサ４は、画像処理部４２が処理可能な複数の処理項目としての設定項目
から画像処理の候補となる処理項目候補を設定項目候補として入力する設定項目候補入力
部３３ａと、設定項目に対して設定値を入力する設定値入力部３３ｂとを有する。 
　また、内視鏡プロセッサ４は、設定項目候補から設定項目を優先順位を付けて選択する
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設定項目選択部４６を有する。 
　なお、設定項目候補から設定項目を選択する設定項目候補選択モードにおいて、ユーザ
による入力操作に基づいて、設定項目選択部４６は、設定項目候補から優先順位を付けて
設定項目を選択する。 
　また、設定値入力部３３ｂは、設定値入力モ－ドにおいて、選択された設定項目に対す
る設定値を入力する。なお、設定項目としては、図３を参照して後述するように互いに異
なる複数の機能が存在し、特定の設定項目に関しては、設定値として、その設定項目の機
能をＯＮ／ＯＦＦする場合も含めている。
　図１のＣＣＤ１７の出力信号が信号処理部３２に画像信号として入力される入力端は、
図２における画像信号入力部４１を形成する。 
　内視鏡プロセッサ４（の信号処理部３２）は、画像信号入力部４１から入力される画像
信号に対して、画像処理を行う画像処理部４２と、画像処理部４２から出力される内視鏡
画像（の画像信号）等から映像信号を生成する映像信号生成部４３とを有する。
【００１３】
　画像処理部４２は、起動時においては、起動時以前において設定された画像処理設定状
態に対応した画像処理を行い、映像信号生成部４３に出力する。また、画像処理部４２は
、設定項目選択部において選択的に設定された設定項目に対して、設定値入力部３３ｂか
ら設定値が入力されると、入力された設定値に対応した画像処理を行う。 
　従って、ユーザは、そのユーザの趣向に沿った単数又は複数の設定項目を設定し、各設
定項目に対して設定値を入力することにより、画像処理部４２がユーザの趣向に沿った画
像処理を行う状態に設定できる。また、画像処理部４２には、スコープスイッチ２０から
の操作信号も入力される。 
　なお、設定値に対応した画像処理が施されていない内視鏡画像と、設定値に対応した画
像処理が施された内視鏡画像と、を区別する場合には、前者を内視鏡画像と表現（記載）
した場合、後者を内視鏡補正画像、又は単に補正画像と言う。後者を、画像処理部４２に
より画像処理が行われた処理済内視鏡画像と表現しても良い。 
　映像信号生成部４３により生成された映像信号は、この映像信号を出力する映像信号出
力端を有する映像信号出力部４４を経て表示装置（又は表示部）としてのモニタ５に出力
される。
【００１４】
　映像信号生成部４３には、画像処理部４２からの内視鏡画像（の画像信号）と、後述す
る設定項目領域生成部４７により生成された（設定項目を配置した領域としての）設定項
目領域（の画像信号）とが入力される。 
　映像信号生成部４３は、図１に示すようにモニタ５の表示面に内視鏡画像表示領域５ａ
と設定項目表示領域５ｂとにそれぞれ内視鏡画像と設定項目領域とを配置した映像の映像
信号を生成する。設定項目表示領域５ｂをメニュー表示領域、設定項目領域をメニュー表
示領域に表示されるメニューと表現しても良い。 
　内視鏡プロセッサ４（の信号処理部３２）は、設定項目候補入力部３３ａから入力され
た設定項目候補を格納する設定項目候補格納部４５ａを有するメモリ４５を有する。 
　内視鏡プロセッサ４の入力部３３（又は信号処理部３２）は、設定項目候補格納部４５
ａに格納された設定項目候補から設定項目を、優先順位を付けて選択する設定項目選択部
４６を有する。 
　なお、「優先順位を付けて選択する」の意味は、ほぼ文字道理の意味（優先順位を付け
て設定項目を選択する）の他に、設定項目候補から設定項目を選択した後、選択した設定
項目を優先順位付けした位置に配置する意味も含む。 
　また、内視鏡プロセッサ４の信号処理部３２は、選択された設定項目が配置され、モニ
タ５に表示する設定項目領域を生成する設定項目領域生成部４７を有する。
【００１５】
　モニタ５の表示画面は、水平方向（横方向又は左右方向）が垂直方向（縦方向）よりも
長くなるように配置されるため、設定項目領域と内視鏡画像とが左右に重ならないように
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配置されて、それぞれが表示される（図１、図５Ａ等）。 
　また、モニタ５の表示画面の制約上から設定項目表示領域５ｂと、内視鏡画像表示領域
５ａとが重複しないように設定項目の項目数（単に数とも記す）の数を制約している。通
常は、設定項目の項目数は、４～６程度に設定される。ユーザにより定項目領域に配置さ
れて（一度に）表示される設定項目の項目数を可変又は変更できる表示形態にしても良い
。 
　本実施形態においては、設定項目候補格納部４５ａは、優先順位（優先番号）を付けた
設定項目候補を格納している。ユーザは、設定項目候補から、ユーザが使用したいと望む
設定項目を選択することができる。このため、設定項目領域に配置される設定項目の項目
数以上の（項目数の）設定項目候補が設定される。 
　例えば入力部３３又は設定項目候補入力部３３ａから設定項目候補格納部４５ａに格納
される設定項目候補の（項目）数を設定できるようにしている。図３では、例えば設定項
目候補の数を（設定項目領域に配置される設定項目の項目数より多い）数（具体的には１
０）に設定した場合を示す。なお、後述する図７Ａでは、設定項目候補の数を、設定項目
領域に配置される設定項目の数（具体的には５）と同じ数に設定した場合を示す。
【００１６】
　図３に示す具体例では、優先順位が最も高い設定項目候補から優先順位付けをした例を
示している。また、優先順位が付けられた設定項目候補として、優先順位が最も高い１番
目の文字情報、優先順位が２番目の色彩強調、…，１０番目の優先順位の高輝度モードま
でが設定されている。 
　なお、設定項目候補格納部４５ａに予め格納されている設定項目候補は、例えばメーカ
側において標準の設定項目候補を格納して内視鏡プロセッサ４を出荷するようにしても良
い。 
　又、ユーザは、予め格納されている設定項目候補に対して、設定項目候補入力部３３ａ
から入力し、ユーザ毎に異なる設定項目候補を保存又は設定することができる。 
　又は、ユーザが設定項目候補入力部３３ａから、ユーザの趣向に沿った設定項目候補を
入力し、入力した設定項目候補を、当該ユーザ用の設定項目候補として保存するようにし
ても良い。また、ユーザが設定項目候補の数を変更して、そのユーザ用の設定項目候補と
して設定することもできる。 
　ユーザの趣向に沿った設定項目候補を、優先順位を付けて保存するようにすると、設定
項目を選択して設定する作業や、後述する設定項目を自動で設定する処理を円滑に行い易
くなる。
【００１７】
　文字情報は、内視鏡画像に関する患者の名前、性別、年齢等の患者情報、日付け等の情
報を表し、モニタ５に文字情報の表示のＯＮ／ＯＦＦを選択できる。色彩強調は、内視鏡
画像の色彩を強調する機能を表し、より具体的には、内視鏡画像における主要な色彩とな
る赤色を強調する。色彩強調の設定値により強調量を調整できる。 
　輪郭強調は、内視鏡画像の輪郭を強調する機能を表し、測光モードは、内視鏡画像の明
るさの制御するために用いられる明るさを測定するモードを表す。測光モードとして、内
視鏡画像の明るさのピークを測定するピーク測光モードと、明るさの平均値を測定する平
均値測光モードなどが用意されている。ピーク測光モードは、白飛びの発生を軽減できる
特徴を有し、平均値測光モードは、明るさが暗くなりすぎないようにできる特徴を有する
。 
　スイッチ情報は、内視鏡装置に用いられる複数のスイッチにおけるそれぞれに割り当て
られた機能の情報を表す。複数のスイッチは、番号のみで区別されるために、複数のスイ
ッチに割り当てられた機能が分かりにくくなる場合がある。そのような場合、スイッチ情
報が選択された場合には、複数のスイッチそれぞれに割り当てられた機能の情報を表示す
る。
【００１８】
　内視鏡画像サイズは、モニタ５に表示する内視鏡画像のサイズの大きさを変更する機能
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を表し、内視鏡画像サイズが選択された場合には、そのサイズの大きさを変更することが
できる。 
　オリエンテーションは、内視鏡画像の回転する機能を表し、オリエンテーションが選択
された場合には、内視鏡画像を数１０度単位などで回転する。 
　色調Ｒと色調Ｂは、内視鏡画像の赤色と青色をそれぞれ増減する機能を表す。色調Ｒ又
は色調Ｂが選択された場合には、内視鏡画像の赤色又は青色の明度、彩度等を増減するこ
とができる。 
　高輝度モードは、照明光の発光量を一時的に増大して、大きな光量で照射する機能を表
す。 
　図２における左下側の設定項目候補入力部３３ａと、メモリ４５と、設定項目選択部４
６とが、内視鏡利用前の処理となる。そして、内視鏡利用前の処理が完了すると、設定項
目が利用可能となり、内視鏡利用時の処理となる。
【００１９】
　本実施形態においては、処理に応じて設定用メニュー又はダイアログを表示して設定項
目等の設定を行うようにしている。また、本実施形態においては、ユーザに対する操作性
を向上するために、設定項目領域に配置される項目数（数）Ｎの設定項目をユーザが全て
設定（入力）しない状態においても、残りの設定項目を自動で設定できるようにしている
。 
　例えば、設定項目領域生成部４７（又は設定項目選択部４６）は、ユーザにより項目数
Ｎ未満の数Ｍの設定項目が手動で設定れた場合、Ｎ－Ｍの設定項目を自動で設定する自動
設定部４８を有する。なお、数Ｍが０の場合においても自動設定できるようにしても良い
。 
　本実施形態では、モニタ５の表示画面のアスペクト比に応じて、モニタ５に表示する設
定項目の所定の項目数Ｎを変更可能にしている。 
　具体的には、モニタ５の表示画面のアスペクト比が１６：９の場合には、４：３の場合
よりも横長となり、図１に示すように左右に設定項目領域と内視鏡画像とを配置する場合
、設定項目領域の表示領域として水平方向の幅を広く割り当てることができる。
【００２０】
　例えば、ユーザは、入力部３３から信号処理部３２に対して、モニタ５のアスペクト比
に応じて、項目数Ｎを設定する入力を行うことができる。そして、信号処理部３２（の設
定項目領域生成部４７）は、入力された項目数Ｎの設定項目の枠体（設定枠）を配置した
設定項目領域を生成する。 
　なお、アスペクト比に応じて項目数Ｎを増減する機能を信号処理部３２（の設定項目領
域生成部４７）に設け、ユーザから入力したアスペクト比に応じて、信号処理部３２（の
設定項目領域生成部４７）が項目数Ｎを増減するようにしても良い。なお、アスペクト比
が異なる場合においても（換言するとアスペクト比にかかわらず）、内視鏡画像表示領域
５ａと設定項目表示領域５ｂとが重複しないように設定項目の項目数を決定した方が望ま
しい。
【００２１】
　本実施形態の内視鏡プロセッサ４は、入力される内視鏡画像に対して、選択された設定
項目の画像処理を、前記設定項目の各々の設定値に基づいて行うことで、補正画像を生成
する画像処理部４２と、前記設定項目を表示する設定項目領域を生成する設定項目領域生
成部４７と、前記補正画像の表示領域と前記設定項目領域を配置して表示装置を形成する
モニタ５に出力する映像信号を生成する映像信号生成部４３と、前記設定項目領域に配置
される設定項目の項目数以上の項目数の設定項目候補を保持するメモリ４５と、前記設定
項目を選択する設定項目選択モードにおいて、ユーザ入力に基づいて、前記設定項目候補
から前記設定項目を優先順位を付けて選択する設定項目選択部４６と、設定値入力モード
において、選択された前記設定項目について前記設定値を前記画像処理部４２に入力する
設定値入力部３３ｂと、を有することを特徴とする。
【００２２】
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　次に本実施形態の動作を説明する。図４は、本実施形態の内視鏡利用前の処理の１例を
示す。図４の処理の際には、内視鏡プロセッサ４に内視鏡２を接続した場合に限らず、接
続しないで行うようにしても良い。 
　例えば図１に示すように光源装置３と内視鏡プロセッサ４に内視鏡２を接続し、内視鏡
プロセッサ４にモニタ５を接続して、内視鏡システム１の電源を投入し、動作状態に設定
する。 
　最初のステップＳ１においてユーザは、入力部３３からモニタ５の表示画面のアスペク
ト比の入力を行う。また、アスペクト比に応じて設定項目の項目数Ｎを設定しても良い。
内視鏡画像を表示する領域として予め設定されている標準状態の表示サイズが決定される
。 
　次のステップＳ２において信号処理部３２（の設定項目領域生成部４７）は、モニタ５
のアスペクト比に対応した設定項目領域の画像信号を生成し、映像信号生成部４３に出力
する。
【００２３】
　また、この場合、内視鏡２が内視鏡プロセッサ４に接続されている場合には、画像処理
部４２は、起動時における設定状態で画像処理した内視鏡画像の画像信号を映像信号生成
部４３に出力する。 
　次のステップＳ３において信号処理部３２（の映像信号生成部４３）は、画像処理部４
２の内視鏡画像の画像信号と設定項目領域の画像信号とを合成した映像信号を生成し、映
像信号出力部４４を経てモニタ５に出力する。 
　図５Ａは、この場合にモニタ５において表示される表示例の概略を示す。図５Ａにおけ
る左側には設定項目が入って（決まって）いない項目数Ｎの設定枠が配置された設定項目
表示領域５ｂに設定項目領域が表示され、右側には内視鏡画像表示領域５ａの８角形の白
枠が配置される。 
　図５Ａのモニタ５の表示画面においては、（８角形の）内視鏡画像表示領域５ａを示す
枠内の内視鏡画像は、設定値に対応した補正画像ではない。また、内視鏡２が内視鏡プロ
セッサ４に接続されていない場合には、右側の内視鏡画像表示領域５ａは、８角形の内視
鏡画像表示領域５ａの枠のみの表示となる。後述するように補正画像（図７参照）の場合
には、８角形の内視鏡画像表示領域５ａの枠内に設定値に対応した画像処理が行われた内
視鏡画像であることを斜線で模式的に示す。
【００２４】
　なお、本実施形態においては、内視鏡画像表示領域５ａとして８角形の場合を示してい
るが、４角形に設定し、４角形の内視鏡画像表示領域内に４角形の内視鏡画像を表示して
も良い。 
　図５Ａに示す上下方向に複数配置された設定枠は、上のもの程、優先順位が高い設定項
目を入れるように設定されている。このため、後述する図５Ｂにおいて示しているように
優先順位を示す番号を設定枠内に記載するようにしても良い。 
　次のステップＳ４においてユーザは、設定項目候補入力部３３ａから設定項目候補を入
力し設定項目候補格納部４５ａに設定項目候補を保存（格納）する。この場合、ユーザは
、画像処理に関係する設定項目として使用する可能性が高いと思う設定項目候補程、優先
順位が高い設定項目候補として保存すると良い。なお、設定項目候補の入力及び保存の処
理を、図４に示すステップＳ４より前に行うようにしても良い。 
　次のステップＳ５の設定項目選択モードにおいてユーザは、空欄となっている設定枠内
に設定項目を入力し、設定項目を設定する。この場合、優先順位が最も高い設定項目を入
れる枠となる最も上部の設定枠から順に設定項目候補から選択した設定項目を入力しても
良い。 
　例えば、最も上部の設定枠に、優先順位が最も高い１番目の設定項目を入力した後、２
番目に優先順位が高い設定項目を入力する。設定項目選択モードの前においてユーザは、
優先順位付けた設定項目候補を設定しておくと、ユーザの趣向に沿った優先順位で設定項
目を円滑に設定できる。
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【００２５】
　図５Ｂは、ユーザが例えば２番目まで設定項目を入力した場合のモニタ５における具体
的な表示例を示す。図５Ｂの中央付近の設定項目設定用メニュー（単にメニューと略記）
は、設定項目領域に表示される。 
　２番目の設定項目となる輪郭強調が入力（選択）された後、決定（ＥＮＴＥＲ）のボタ
ンが操作されると、図５Ｂの右側に示すように３番目の優先順位の設定項目を選択するた
めの設定項目候補を配置したダイアログ（メニュー）が表示される。 
　図５Ｂの右側において３番目の設定項目を選択するための表示は、図３の設定項目候補
を利用した場合に相当する。なお、モニタ５上において図５Ｂの中央のメニューに対して
、その右側の表示を行う場合、図５Ｃに示すように内視鏡画像の表示領域の上に重畳する
ように表示しても良い。内視鏡画像の表示領域の上に、その一部の表示を遮るように表示
しても、内視鏡２を利用する前の状態であるので、支障ない。 
　図５Ｂの中央で示すように１番目及び２番目において選択された測光モードと輪郭強調
は、設定項目候補を配置したダイアログにおいては、３番目において選択できない設定項
目候補であることを示す表示形態で表示する。 
　選択済みの測光モードと輪郭強調は、例えばグレーの色で他の黒の色と識別し易い表示
形態に変更されて表示される（図５Ｂではグレーの色の表示を斜線を付けた表示で模式的
に示す）。
【００２６】
　設定項目候補を配置したダイアログにおいて、３番目の設定項目を選択して、決定を操
作すると、３番目の設定枠に３番目の優先順位の設定項目が入る状態になり、戻るボタン
を操作すると、図５Ｂの中央のメニューに戻る。 
　また、図５Ｂの中央のメニューにおいて、設定項目の自動設定を行うための保存ボタン
が用意されている。この保存ボタンが操作された場合には、自動設定部４８は、３番目～
５番目の設定枠内に、優先順位付けされた設定項目候補から優先順位が高い設定項目候補
を順次選択して選択項目として入力する処理を自動で行う。 
　自動設定部４８が自動設定を行う場合に参照する設定項目候補の情報として、ユーザの
趣向に沿った優先順位付けをした設定項目候補の情報を（自動設定を行う前に）用意して
おくと、ユーザの趣向に沿った自動設定を円滑に行える。ユーザの趣向に沿った優先順位
付けをした設定項目候補の情報を用意しない場合には、用意した場合に比較して自動設定
後の設定項目を変更しなければならない可能性が高くなってしまう。 
　従って、自動設定部４８が設定項目を自動で設定する場合に参照する情報として、設定
項目候補から設定項目を選択する際のユーザに応じて優先順位付けされた優先順位付け情
報を、設定項目候補の情報等に備えるようにすると良い。
【００２７】
　自動設定した場合のメニューを図５Ｂの左側に示す。図３に示した優先順位付けに従っ
て、自動設定部４８は、３番目～５番目の設定項目を自動的に設定する。自動設定された
内容を、ユーザの趣向に沿った設定項目の設定内容となるメニューホームとして保存して
良いかをユーザに対して、確認を求める表示を行う。ユーザは、自動設定された内容で保
存する場合には、ＯＫボタンを選択し、決定を入力する。また、自動設定を取り消す場合
にはユーザはキャンセルボタンを操作すると、図５Ｂの中央のメニューに戻る。 
　また、図５Ｂの中央の表示において、自動設定を利用しない場合には、ユーザは１～２
番目の入力（選択）と同様に、３～５番目まで選択項目を入力（選択）し、決定を操作す
ると、図５Ｂにおける左側の確認を求める表示となる。 
　図４におけるステップＳ５の設定項目を入力する処理においては、その処理の最中にお
いて、（図５Ｂにおいて説明したように）ユーザは自動設定を選択することができる。つ
まり、ステップＳ６に示すように自動設定部４８は、ユーザが自動設定を選択したか否か
を（保存ボタンの操作の有無により）判定する。
【００２８】
　自動設定が選択されない場合には、ステップＳ７においてユーザは、設定項目選択部４
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６を操作し、設定項目候補から選択された設定項目候補を設定項目として選択する。設定
項目選択部４６は選択された設定項目を設定枠に入力する。 
　図５Ｂにおいて説明したようにユーザは（手動で）設定項目候補から順次Ｎ個の設定項
目を選択し、Ｎ個の設定枠に入力する。 
　次のステップＳ８において設定項目選択部４６は、全ての設定枠に設定項目が入力され
ているか否かを判定する。全ての設定枠に設定項目が入力されていない場合には、ステッ
プＳ７の処理に戻り、全ての設定枠に設定項目が入力されている場合には、ステップＳ１
１の処理に進む。 
　ステップＳ６において自動設定が選択された場合には、ステップＳ９において自動設定
部４８は、優先順位の高い設定項目候補の順に設定項目候補を選択し、空であって上の設
定枠から順に設定項目として入力する。なお、手動による１つの設定項目の選択（設定）
が、所定の時間内に行われない場合には、自動設定部４８が起動し、自動で設定項目の設
定を行うような設定にしても良い。
【００２９】
　次のステップＳ１０において自動設定部４８は、全ての設定枠に設定項目が入力されて
いるか否かを判定する。全ての設定枠に設定項目が入力されていない場合には、ステップ
Ｓ９の処理に戻り、全ての設定枠に設定項目が入力されている場合には、ステップＳ１１
の処理に進む。 
　ステップＳ１１においてモニタ５はユーザにより全て手動設定、又は一部が手動、又は
一部又は全てが自動設定された設定項目の内容（リスト）を図５Ｂにおいて説明したよう
に表示する。 
　次のステップＳ１２において例えば設定項目領域生成部４７は、図５Ｂにおいて説明し
たようにユーザに対して表示内容でＯＫかの確認を求める。表示内容でＯＫでない場合に
は、ステップＳ１３においてユーザは、修正したい設定枠の設定項目を修正又は変更し、
ステップＳ１２の処理に戻る。
【００３０】
　ステップＳ１２の表示内容がＯＫの場合には、ステップＳ１４において設定項目領域生
成部４７は、決定された設定項目を特定の入力キー又は入力ボタンに割り当てる選択がさ
れたか否かの判定を行う。 
　割り当てる選択が行われない場合には、図４の処理を終了し、割り当てる選択が行われ
た場合には、ステップＳ１５において設定項目領域生成部４７は、ユーザから入力される
特定の入力キーに応じて割り当てる処理を行った後、図４の処理を終了する。なお、割り
当てる処理を行う場合、最も優先順位の高い設定項目のみに対して、ユーザが操作し易い
（と思う）特定の入力キー又は入力ボタンを割り当てるようにしても良い。 
　図４の処理により、モニタ５に一度に表示される際の項目数Ｎの設定項目がユーザの趣
向に沿って決定し、この決定の後、内視鏡利用時における設定項目の利用が可能な状態に
なる。
【００３１】
　図６は、内視鏡利用時における処理の１例を示す。なお、図６の処理を開始する前に、
内視鏡２が内視鏡プロセッサ４等に接続されていない場合には、内視鏡２を内視鏡プロセ
ッサ４と光源装置３とに接続する。 
　図６の処理が開始すると、最初のステップＳ２１においてユーザは、利用したい設定項
目を指定する。優先順位が最も高い設定項目が、最も高い操作し易い設定枠に配置されて
いるので、優先順位が最も高い設定項目を指定し易い。 
　また、特定の入力キーに割り当てた場合には、特定の入力キーにより簡単に優先順位が
最も高い設定項目を指定できる。 
　設定項目が指定されると、ステップＳ２２において設定項目領域生成部４７は、設定項
目において設定値を決定するためのダイアログ又はメニュー等を指定された設定項目付近
の領域において表示し、設定値入力モードとなる。設定値入力モードにおいてユーザは、
表示されたダイアログ等においてユーザが望む設定値を、設定値入力部３３ｂから入力（
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又は選択）し、設定値を決定する。 
　次のステップＳ２３において画像処理部４２は、設定項目の設定値に対応する画像処理
を行い、内視鏡補正画像（の画像信号）を生成する。画像処理部４２は、生成した内視鏡
補正画像（の画像信号）を映像信号生成部４３に出力する。
【００３２】
　次のステップＳ２４において映像信号生成部４３は、設定項目の設定値に対応する内視
鏡補正画像（の画像信号）と設定項目領域生成部４７が生成した設定項目領域（の画像信
号）とを合成した映像信号を生成して映像信号出力部４４を経てモニタ５に出力する。 
　次のステップＳ２５においてモニタ５は、映像信号に対応する設定項目領域と内視鏡補
正画像とを左右に配置した状態で表示する。 
　このようにして、ユーザは、このユーザの趣向に沿って、単数又は複数の設定項目に対
して、設定値を入力すると、入力された設定値に対応した補正画像がモニタ５に表示され
る。所望とする設定項目に対する設定値を入力が全て終了した場合には、次のステップＳ
２６においてユーザは内視鏡２を用いた検査を開始する。 
　ステップＳ２５又はＳ２６の状態においてモニタ５に表示される映像の概略は、図７の
ようになる。図７の映像は、図５Ａの映像において、設定項目領域の設定枠内にそれぞれ
設定項目が入力された状態の設定項目領域のメニュー表示となる。
【００３３】
　また、設定項目領域の右側の内視鏡画像表示領域５ａに配置される内視鏡補正画像は、
設定値が入力された設定項目（又は設定項目の設定値）に対応した画像処理が行われた内
視鏡画像となる。図７では、画像処理が施された内視鏡画像であることを斜線により、模
式的に示している。 
　内視鏡２を用いた検査時において、ステップＳ２７に示すようにユーザは、設定項目領
域の表示をユーザの趣向によりＯＮ又はＯＦＦの選択ができる。つまり、ユーザは、設定
項目領域を表示をＯＮして表示した状態に設定したり、ＯＦＦにして設定項目領域を表示
しない状態に設定し、設定値を変更するような場合にＯＮする選択等ができる。 
　なお、設定項目領域の表示をＯＮ／ＯＦＦする機能をスコープスイッチ２０に割り当て
、ユーザとしての術者が内視鏡２を用いた検査中においても、操作がし易いようにしても
良い。 
　ユーザは検査を終了する場合には、ステップＳ２８に示すように入力部３３から検査を
終了する入力を行う。検査を終了する入力が行われない場合には、ステップＳ２７の処理
に戻り、検査を終了する入力が行われた場合には、内視鏡プロセッサ４は、図６の処理を
終了する。 
　上述した例においては、設定項目候補の数をモニタ５に表示する設定項目の数より多く
した場合を説明したが、設定項目候補の数をモニタ５に表示する設定項目の数と等しくし
ても良い。
【００３４】
　図８Ａは、設定項目候補の数をモニタ５に表示する設定項目の数と等しい場合の設定項
目候補を示す。図８Ａは、図３における優先順位が１から５番目の場合の設定項目候補を
示す。 
　また、図８Ｂは、図８Ａの場合における図４の処理の途中における図５Ｂに対応した表
示例を示す。 
　図５Ｂの場合と同様に、例えば２番目までの設定項目を入力した場合においては、３番
目の設定項目を選択（設定）する際の設定項目候補のダイアログが表示される。図５Ｂの
場合には、３番目の設定項目を選択（設定）する際、選択可能な１０－２の数の設定項目
候補のダイアログが表示されていたが、図８Ｂでは５－２の数の設定項目候補のダイアロ
グが表示される。その他の処理は、図５Ｂ等を参照して上述した処理と同様となる。
【００３５】
　このように本実施形態によれば、内視鏡画像と共に、ユーザの趣向に沿った設定項目を
表示できるようにしているので、ユーザに対して操作性の良い内視鏡プロセッサを実現で
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きる。 
　また、本実施形態によれば、表示装置において設定項目領域を表示した場合、上方向か
ら下方向に優先度が高い順序で複数の設定項目を配置しているので、ユーザが設定項目に
対する設定値の入力の操作性を向上できる。 
　また、本実施形態によれば、自動設定部４８を設けてあるので、ユーザが全ての設定枠
に設定項目を入力する作業を行わないでも、設定項目が入力されていない設定枠に対して
自動で設定項目を入力することができる。 
　また、自動設定部４８が自動で設定項目を入力する場合に、自動設定部４８が参照する
設定項目候補の情報としてユーザの趣向に沿った優先順位付けの情報を用意することによ
り、設定項目を自動で入力する処理を円滑に行うことができる。 
　本実施形態においては、撮像素子を備えた内視鏡２に対応した場合を説明したが、以下
の第２の実施形態において説明するように照明光を走査する走査型内視鏡の場合において
も適用できる。
【００３６】
　（第２の実施形態）
　図９は、第２の実施形態の内視鏡プロセッサを備えた内視鏡システム１Ｂの全体構成を
示す。 
　図９に示すように内視鏡システム１Ｂは、走査型内視鏡２Ｂと、走査型内視鏡２Ｂが着
脱自在に接続される内視鏡プロセッサを構成する本体装置４Ｂと、本体装置４Ｂに接続さ
れる表示装置としてのモニタ５と、を有する。 
　走査型内視鏡２Ｂは、被検体５０の体内又は体腔内に挿入可能な細長の形状及び可撓性
を備えて形成された挿入部６Ｂを有し、挿入部６Ｂの基端（後端）には、操作部７Ｂが設
けられている。操作部７Ｂから延出されたケーブル８Ｂの端部のコネクタ１０は、本体装
置４Ｂに着脱自在に接続される。 
　また、挿入部６Ｂは、硬質の先端部１１Ｂと、その後端から操作部７Ｂに延びる、可撓
性を有する可撓管部１３Ｂと、を有する。なお、先端部１１Ｂと可撓管部１３Ｂとの間に
、湾曲自在の湾曲部を設け、操作部７Ｂに湾曲操作する操作ノブを設けるようにしても良
い。
【００３７】
　挿入部６Ｂ内には、照明光を導光する導光部材を形成する光ファイバ５１が挿通され、
この光ファイバ５１の基端（後端）は、コネクタ１０において照明光の入射端となる。こ
の入射端には、本体装置４Ｂ内の光源部６１から照明光が入射され、入射された聡明光は
光ファイバ５１の先端に導光され、先端面に対向して配置された集光レンズ５２を経て集
光されて被検体５０側に出射される。被検体５０に集光して照射された照射位置での反射
光は、受光用光ファイバ５３の先端面に入射され、入射された光はその基端に導光される
。基端はコネクタ１０に配置され、基端から出射される光は、本体装置４Ｂ内の検出部６
２内の光検出器により光電変換されて検出信号となり、前処理部６３に入力される。 
　また、先端部１１Ｂ内には光ファイバ５１の先端を揺動（振動）させることにより、先
端面から出射される照明光を２次元的に走査する走査部５４が設けられている。走査部５
４は、駆動信号の印加により、長手方向に伸縮する圧電素子等により構成される。走査部
５４は、走査型内視鏡２Ｂ内を挿通された駆動線５５を経て、本体装置４Ｂ内の駆動部６
４から駆動信号が印加される。
【００３８】
　駆動部６４は、直交する２つの方向に対して位相が９０度異なる２つの駆動信号を発生
し、走査部５４において直交する２つの方向に配置された２つ、又は２組の圧電素子に駆
動信号を印加する。この場合、走査部５４は、光ファイバ５１の先端を所定の走査パター
ンとなる渦巻き状のパターンを描くように揺動させ、被検体５０に照射された照明光の照
射位置を、渦巻き状の軌跡に沿って２次元的に走査する。 
　走査型内視鏡２Ｂの例えばコネクタ１０内には、光ファイバ５１の先端を所定の走査パ
ターンに沿って駆動させるための駆動データ及び駆動した場合の照射位置に対応する座標
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位置データ等の情報を格納したメモリ５６を有する。 
　メモリ５６の情報は、コネクタ１０が本体装置４Ｂに接続された際に、前処理部６３と
、駆動部６４に入力される。駆動部６４は入力された情報を参照して、本体装置４Ｂに接
続された走査型内視鏡２Ｂに適した駆動信号を発生する。 
　また、前処理部６３は、検出部６２により検出された検出信号に対して、座標データを
用いて、渦巻き状走査した場合の座標位置を特定する前処理を行い、前処理部６３内のメ
モリに格納する。このメモリは、渦巻き状の軌跡に沿った場合の検出信号と、該検出信号
の照射位置の座標データとを関連付けて格納する。
【００３９】
　前処理部６３は、メモリに格納された検出信号からラスタ走査の画像信号に変換するラ
スタ変換処理を行い、変換したラスタ走査の画像信号を走査型内視鏡２Ｂに基づく内視鏡
画像の画像信号として信号処理部３２Ｂ（の画像信号入力部４１）に出力する。 
　また、本体装置４Ｂには入力部３３が設けられ、ユーザは入力部３３からモニタ５に表
示することを望む設定項目の選択等の入力操作を行うことができる。 
　また、操作部７Ｂには、信号処理部３２Ｂに対してフリーズ指示操作、回転（オリエン
テーション）操作等を行う複数のスイッチからなるスコープスイッチ５７が設けられてい
る。スコープスイッチ５７が操作されると、信号処理部３２Ｂは、操作された内視鏡画像
の画像信号に対応した画像処理を行う。 
　信号処理部３２Ｂは、前処理部６３から入力された内視鏡画像の画像信号と設定項目を
配置した設定項目領域の画像信号とから映像信号を生成し、モニタ５に出力する。モニタ
５は、設定項目領域と内視鏡画像とを左右に配置した状態で表示する。 
　また、信号処理部３２Ｂは、測光モードに対応した調光信号を生成し、光源部６１に出
力する。光源部６１内の図示しない発光量制御部は、調光信号に応じて、光源部６１から
光ファイバ５１に出射する照明光の光量を調整する。
【００４０】
　図９における内視鏡プロセッサを構成する本体装置４Ｂにおける信号処理部３２Ｂ及び
入力部３３の主要部の構成は、図１０のようになる。図１０は、図２と同様の構成となる
。図９の前処理部６３の出力信号が信号処理部３２Ｂに画像信号として入力される入力端
は、図１０における画像信号入力部４１を形成する。 
　本体装置４Ｂ（の信号処理部３２Ｂ）は、画像信号入力部４１から入力される画像信号
に対して、画像処理を行う画像処理部４２と、画像処理部４２から出力される内視鏡画像
（の画像信号）等から映像信号を生成する映像信号生成部４３とを有する。 
　画像処理部４２は、起動時においては、起動時以前において設定された画像処理設定状
態に対応した画像処理を行い、映像信号生成部４３に出力する。また、画像処理部４２は
、設定項目選択部において選択的に設定された設定項目に対して、設定値入力部３３ｂか
ら設定値が入力されると、入力された設定値に対応した画像処理を行う。 
　従って、ユーザは、そのユーザの趣向に沿った単数又は複数の設定項目を設定し、各設
定項目に対して設定値を入力することにより、画像処理部４２がユーザの趣向に沿った画
像処理を行う状態に設定できる。
【００４１】
　前述したように、設定値に対応した画像処理が施されていない内視鏡画像と、設定値に
対応した画像処理が施された内視鏡画像と、を区別する場合には、前者を内視鏡画像と表
現（記載）した場合、後者を内視鏡補正画像、又は単に補正画像と言う。 
　映像信号生成部４３により生成された映像信号は、この映像信号を出力する映像信号出
力端を有する映像信号出力部４４を経て表示装置（又は表示部）としてのモニタ５に出力
される。 
　映像信号生成部４３には、画像処理部４２からの内視鏡画像（の画像信号）と、後述す
る設定項目領域生成部４７により生成された（設定項目を配置した領域としての）設定項
目領域（の画像信号）とが入力される。そして、映像信号生成部４３は、図９に示すよう
にモニタ５の表示面に内視鏡画像表示領域５ａと設定項目表示領域５ｂとにそれぞれ内視
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鏡画像と設定項目領域とを配置した映像の映像信号を生成する。第１の実施形態において
は内視鏡画像表示領域５ａには８角形の内視鏡画像が表示されていたが、本実施形態にお
いては、内視鏡画像表示領域５ａには円形の内視鏡画像が表示される。
【００４２】
　本体装置４Ｂ（の信号処理部３２Ｂ）は、設定項目候補入力部３３ａから入力された設
定項目候補を格納する設定項目候補格納部４５ａを有するメモリ４５を有する。 
　本体装置４Ｂの入力部３３（又は信号処理部３２Ｂ）は、設定項目候補格納部４５ａに
格納された設定項目候補から設定項目を優先順位を付けて選択する設定項目選択部４６を
有する。また、内視鏡プロセッサ４の信号処理部３２は、選択された設定項目が配置され
、モニタ５に表示する設定項目領域を生成する設定項目領域生成部４７を有する。モニタ
５の表示画面は、水平方向（横方向又は左右方向）が垂直方向（縦方向）よりも長くなる
ように配置されるため、設定項目領域と内視鏡画像とが左右に重ならないように配置され
て、それぞれが表示される（図９）。 
　また、モニタ５の表示画面の制約上から設定項目領域に配置されて（一度に）表示され
る設定項目の項目数（単に数とも記す）の数が制約され、通常は、４～６程度に設定され
る。ユーザにより定項目領域に配置されて（一度に）表示される設定項目の項目数を可変
できるようにしても良い。
【００４３】
　本実施形態においては、設定項目候補格納部４５ａは、優先順位（優先番号）を付けた
設定項目候補を格納している。そして、ユーザは、設定項目候補から、ユーザが使用した
いと望む設定項目を選択することができる。このため、設定項目領域に配置される設定項
目の項目数以上の設定項目候補の数が設定される。 
　例えば入力部３３又は設定項目候補入力部３３ａから設定項目候補格納部４５ａに格納
される設定項目候補の数を設定できるようにしている。図３は、例えば設定項目候補の数
を（設定項目領域に配置される設定項目の項目数より多い）１０に設定した場合を示す。
図７Ａは、設定項目候補の数を、設定項目領域に配置される設定項目の数５と同じ５に設
定した場合を示す。 
　本実施形態の動作は、第１の実施形態における図３～図８Ｂにおいて、内視鏡プロセッ
サ４を本体装置４Ｂ、信号処理部３２を信号処理部３２Ｂ、８角形の内視鏡画像を円形の
内視鏡画像に置換すると殆ど同様となるため、その説明を省略する。 
そして、本実施形態は、第１の実施形態と同様の効果を有する。
【符号の説明】
【００４４】
１、１Ｂ…内視鏡システム、２…内視鏡、２Ｂ…走査型内視鏡、３…光源装置、４…内視
鏡プロセッサ、４Ｂ…本体装置、５…モニタ、６…挿入部、１４…ライトガイド、１７…
ＣＣＤ、１８…撮像部、２０…スコープスイッチ、２１…白色ＬＥＤ、３１…信号処理部
、３３…入力部、３３ａ…設定項目候補入力部、３３ｂ…設定値入力部、４１…画像信号
入力部、４２…画像処理部、４３…映像信号生成部、４４映像信号出力部…、４５メモリ
…、４５ａ…設定項目候補格納部、４６…設定項目線悪部、４７…設定項目領域生成部、
４８…自動設定部、５１…光ファイバ、５４…走査部、６２…検出部、６３…前処理部、
６４…駆動部
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